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●SSHの取組みの外部評価としてPROG-Hを利用

●学校独自の調査とPROG-Hの相関関係を検証し、調査結果の妥当性を確認

【活用例（SSH）】 宮城県仙台第三高等学校
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●学校独自のSSH自己評価

3年間のSSH学校設定科目による授業、課題活
動、通常科目による授業等の様々な経験や体験を
通じて、 15項目+1項目に関して「現在からみた入
学時の自分に対する評価」、「現在の自分に対する
評価」をリッカート式質問紙で調査

●PROG-H(コンピテンシー)と相関を調査

■仙台第三高等学校／宮城／県立

※仙台第三高等学校 SSH R3年度Ⅱ期5年次研究開発実施報告書より

PROG-Hを1年次と3年次で受験

質問紙による能力・資質態度の伸長の自己評価と
PROG-Hの結果を比較・検証することで、自己評価の
妥当性を確認し・評価の客観性を担保



●結果を高１春面談で活用、学力の伸びを可視化して面談材料に。

●学校行事に合わせ、PROG-H結果を用いて振り返り

【活用例（面談/ポートフォリオ） 】 一宮南高等学校
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●１学期面談での活用

「Kei-SAT （入学時の客観的な学力）」「中間・
期末考査」の結果をまとめて、「生徒の伸び」を保
護者と共有

→ 結果を用いて、生活状況以外の生徒の情報や

成長を共有する資料として活用！

●学校行事（文化祭・修学旅行）での振り返り

■一宮南高等学校／愛知／県立

※一宮南高等学校提供資料より

<事前指導>

「学びみらいNOTE」を
参考に、伸ばしたい力
と目標を設定

<事後指導>

目標の達成状況と理
由を記入+結果をグラ
フで可視化



【活用例（育てたい力の具現化／効果検証）】 奈良県立国際高校
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●学校が目指すべき姿を示すグランドデザインを作成し「育てたい６つの力」を定義。

●ルーブリックを活用した生徒の自己評価に加え、客観的な数値指標として学びみらいPASSを採用。

●教育活動の中心と位置付ける『グローバル探究』の成長確認にも活用。

■国際高等学校／奈良／県立 WWLコンソーシアム構築支援事業拠点校

●学校のルーブリックに「リテラシー・コンピテンシー」を紐づける教員研修を実施し、教員全員で
多面的な評価の理解を深め、様々な学校行事の場面で指導者側の意識も高まった。

●グローバル探究では毎回「セルフチェックシート」
を使った振り返りを行い、意識付けを高め、
年1回のアセスメントで成長確認を行う。

※国際高等学校教員研修資料より一部抜粋

＜4～5月＞

学びみらい‘PASS受験
→解説会で自己理解と目標設定

「グローバル探究」
・持続可能な社会の担い手の育成を目指し
地球規模の課題について3年間を通して
探究活動を行う（週3時間）

・毎時間「セルフチェックシート」で振り返り
・年2～3回「成長チェックシート」で成長確認
（自己評価）

＜翌 4～5月＞

学びみらい‘PASS受験
→成長した力とその要因を振り返る
→自己評価と照らしあわせて目標を再設定



【活用例（効果検証）】 新潟県立海洋高校
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●地域連携をとおして地域創生に挑戦、活力ある地域産業の担い手育成を目指している。

●1年は水産科、2年からは4つのコースに分かれ、それぞれ専門的な学習を行う。

●卒業後の進路は大学進学から就職まで様々（大学1割、専門学校3割、就職6割）。

●マイスター・ハイスクール事業評価の一つとして学びみらいPASSを採用（22年度開始予定）。

■海洋高等学校／新潟／県立 マイスター・ハイスクール事業採択校

●採用決定までの流れ

※海洋高等学校資料より一部抜粋

7月：職員会議での事業概要説明の際に、事業評価
として学びみらいPASSの導入を検討。

↓
10月：担当教員へ他校の活用事例を報告。

↓
12月：カリキュラムマネジメント係と具体的な活用方法

について検討。
↓

1月：教員研修（全教員）。
カリキュラム・マネジメントの視点で育てたい生徒
像を共有。

↓
2月：育てたい資質・能力の選定。

ルーブリックのたたき台を作成。
↓

4月：学びみらいPASS実施予定。



【活用例（面談）】 河合塾大学受験科
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●春面談の際に説得力を持たせるツールとして活用。

●経験の浅いチューターであってもベテランチューターと遜色ない指導を行うために、事前に面談ポイント

を整理。

●生徒の特徴を把握し、学力伸長に向けた指導を行う。 生徒の悩み・潜在的な課題をフォロー。

■河合塾 大学受験科（近畿地区）※22年度からは全地区実施

これまでの自身の課題として適切か？

（課題発見力）

無理のない学習スケジュールになっているか？

（計画立案力）

基礎シリーズの復習、模試やOPの復習は計画通りに進められているか？

（課題発見力、計画立案力、実践力）

各教科別の課題は？

（課題発見力）

●春面談では想定される生徒像をもとに、面談のポイントを整理し
指導にあたる

ケース① 対課題基礎力（3つ）&行動持続力が低い

■面談のポイント

■想定される生徒像

昨年の敗因を自分自身で分析できているか？

基礎シリーズでの予復習はうまく回っているか？

得意科目ばかりに時間を割いていないか？

苦手科目と向き合えているか？

通学時間などコツコツ勉強する環境を整えているか？

やるべきことと、したいことの区別ができていない

学習計画を立てたり実行したりすることが苦手

学習習慣が確立していない

自分のやり方に自信がなく、友人のまねをする

予復習がおろそかになっている（やっていない）

■指導例

1週間ごとの学習計画を作成させる

まず復習中心の学習を優先させる

学習の開始時間と終了時間を守らせる

すべきことの優先順位を決めさせる

ジェネリックスキル パターン 志向性タイプ

3

3

リテラシー 意識

2 友人関係 ★★★

3 自尊感情 ★★★

3 キャリア意識 ★★★

2

コンピテンシー

親和力 4

協働力 3

統率力 4

感情制御力 4

自信創出力 3

行動持続力 3

課題発見力 1

計画立案力 4

実践力 2

情報分析力

リテラシー
△○ 2 交友充実タイプ

コンピテンシー

情報収集力

対課題

基礎力
2

課題発見力

構想力

対人

基礎力
4

対自己

基礎力
4

１

2

●夏面談では夏期の過ごし方について「対課題基礎力」に焦点をあて
確認とフォローを行う



学びみらいPASSの受験結果から「注意しておきたい生徒」、「極端な結果の生徒」などを

ピックアップし、面談資料としてまとめる。

【活用例(面談)】 加古川東高等学校

※2018年度学びみらいPASS活用事例報告会 加古川東高等学校作成資料より抜粋、一部河合塾にて編集
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●注目する生徒例

LEADS（学習生活パターン）の結果で

・「相談できる友達がいない」かつ「自尊感情が低い」

・教科学力とリテラシーは高いが、コンピテンシーは低い

かつ、

→交友充実タイプ
（友人関係が良好だが、学習には本腰を入れていない）

→目標必要タイプ
（キャリア意識が低く、目標が定まっていない）

学びみらいPASSを受験した高1の7月時点で
人間関係に悩んでいる可能性あり

一見問題なく見えるので指導が後回しになりがちだが、

3年時に勉強を始めても志望校に届かない可能性あり

●タイプごとに生徒をリスト化し、面談資料として活用

■加古川東高等学校／兵庫／県立



独自の面談マニュアルを作成し、指導に活用。数値データを元にすることで

生徒指導の説得力が増し、保護者の満足度・信頼感も高まった。
※別の高校の例だが、生徒向け解説会に保護者を同席させると効果的である。
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●「教員用ガイドブック」を簡略化し、学校の実態に即した
面談マニュアルを作成

保護者の満足度、信頼感が高まった

数値データを元にした指導により、説得力が増した

●面談で得られた成果

（例）能力は高いがコツコツ学習できない生徒に対して

これまでは・・・

「やればもっとできるはず。頑張ろう。」

学びみらいPASSを利用した結果・・・

「リテラシー総合は5でとても高いね。でも、コンピテンシーの行動持続
力が2、実践力が1と低いのでもったいないよね。ここを意識すれば
もっと学力も伸びるはず。クラス委員に立候補するとか、新しいことに
もチャレンジしてみてはどう？」

入試改革に不安を覚える保護者に対して

生徒のリテラシーやコンピテンシーについての数値データを提示
（保護者もほぼ同意する）

⇒面談マニュアルを元に、どうすれば足りない部分を学校生活の
中で伸ばせるかを説明
（例）リテラシーが低い生徒に、探究学習への取り組みを勧める

※2018年度学びみらいPASS活用事例報告会 加古川東高等学校作成資料より抜粋、一部河合塾にて編集

【活用例(面談)】 加古川東高等学校



【活用例(効果検証)】 焼津中央高等学校
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■静岡県立焼津中央高等学校／静岡／県立

●学校の教育理念にのっとり、各学年の「探究」の目標を設定

●総合的な探究の時間を通じた資質・能力の成長を「学びみらいPASS」を使って評価

●資質・能力の伸び方を測定

総合的な探究の時間を通じた資質・能力の成長は、生徒の自己評
価や客観テストのスコアなど、さまざまな方法を組み合わせて把握

1年生4月に「学びみらいPASS」を受験し、「リテラシー」と「コンピテ
ンシー」を状況を把握

受験後は「リテラシー」「コンピテンシー」合わせた13の力から、それぞれ
の生徒が伸ばしたい力を1つ選び、その力を意識しながら探究活動や
学校行事などに取り組む。

2年生、3年生の6、7月にも「学びみらいPASS」を受検し、選んだ
力が伸ばすことができたかを検証

評価を数値化し、自分の伸び方を客観視

●ネオ探究プロジェクト 全体イメージ

●探究活動と評価の流れ



●ジェネリックスキルを意識した授業改善と行事計画を通じて新入試への対応をはかる

●授業・行事を定量的に評価するために「学びみらいPASS」を導入

●探究活動に必要な知識と技術を「リテラシー強化書」で学ぶ「ジェネリックスキル講座」を開設

（ジェネリックスキルを意識した授業改善）学習指導案（理科）

【活用例 (ジェネリックスキルの育成)】 宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校

■都城泉ヶ丘高等学校／宮崎／県立

※都城泉ヶ丘高校高等学校作成資料より抜粋
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（ジェネリックスキルを意識した行事企画）理数科行事

※都城泉ヶ丘高校高等学校作成資料より抜粋



● （ジェネリックスキル講座）高１：7月～１月、全10講
● 使用教材：「高校生のためのリテラシー強化書」

【活用例(ジェネリックスキルの育成)】 宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校
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2020年7月～１月 普通科「総合的な探究の時間」指導計画

7月2日 ジェネリックスキル講座1
7月16日 ジェネリックスキル講座2
9月10日 ジェネリックスキル講座3
9月17日 ジェネリックスキル講座4
9月24日 ジェネリックスキル講座5
10月1日 文理研究①

10月15日 教育課程説明会
10月29日 文理研究②
11月5日 ジェネリックスキル講座6

11月12日 ジェネリックスキル講座7
11月19日 ジェネリックスキル講座8
12月3日 ジェネリックスキル講座9

12月10日 郷土探Q1「郷土を知る」講演会
1月14日 ジェネリックスキル講座10「調査・統計」

学びみらいPASSによるリテラシーとコンピテンシーの評価・分析に基づいて、各クラスで主に担任が指導を行う。ブレインストーミン
グ等の協調学習を通して、表現力はもとより、「情報収集力」、「情報分析力」、「課題発見力」等を培う。ここで習得した手法を1年後
半からの探究活動につなげる。



●学びみらいPASSの測定項目も参考にしながら、学校で育成したい資質・能力を具体化

●それぞれの資質・能力を年間行事と結び付け、どこで育成していくかを整理

●整理した一覧を生徒とも共有し、「目的意識を持った取り組み」と「振り返り」を促す

①「建学の精神」から、生徒に身につけさせたい
資質・能力を具体化

②学校の取り組み・行事と①を結びつけて整理

【活用例(スクールポリシーの具現化)】 専修大学松戸高等学校

■専修大学松戸高等学校／千葉／私立

※専修大学松戸高等学校作成資料より一部抜粋

①面談 ②キャリア・進路 ③効果検証 ④新しい学力 ⑤ポートフォリオ

主な活用場面
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各行事や年度末の振り返りを行い、自身の具体的な行動や成長感をシートに記入。
今後、大学入試においては活動履歴（ポートフォリオ）としての活用も予定。

【活用例(スクールポリシーの具現化)】 専修大学松戸高等学校

※専修大学松戸高等学校作成資料より一部抜粋
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●各学期最低でも1つ、年間で3つの活動記録を残す ●年度末には1年間の振り返りも実施


